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 環境負荷物質の排出と削減状況
大成ロテックは、道路などの施工や合材製造、営業活動、技術開発・研究活動、オフィス活動その他の日常業務を通

じて、以下のような環境負荷物質を排出しています。そして、舗装工事現場から排出されるアスファルト、コンクリート
の廃材などを再生する中間処理プラントにより、産業廃棄物最終処分量の削減に貢献しています。

■  環境目的・目標
❶産業廃棄物の適正処理
　⑴産業廃棄物トラブルの撲滅
　⑵電子マニフェスト導入率の向上
❷施工時のCO2排出量の削減の推進と資
源保護

　⑴施工時のミスロス排除によるエネル
ギー使用量の削減と資源使用量の削減

工事発注

工事施工
INPUT

OUTPUT
地球温暖化ガス発生 廃棄物等の発生
CO2 21.0 千t As廃材 169.9 千t

Co廃材 56.6 千t
木屑 3.0 千t

廃プラ 0.9 千t
汚泥 0.7 千t
混廃 1.5 千t

■  環境目的・目標
❶産業廃棄物の適正処理
　⑴産業廃棄物トラブルの撲滅
❷合材製造時のCO2排出量の削減の推進
　⑴合材製造時のエネルギー使用量の削減

合材注文

合材製造

再生材の製造

資材の使用 燃料の使用
ストアス 電力

石粉 重油
砕石 軽油

再生骨材 灯油
都市ガス

INPUT

OUTPUT
廃棄物等の発生 地球温暖化ガス発生

木屑 0.2 千t CO2 84.0 千t
廃プラ 0.2 
金属屑 0.2 
がれき 1.1 
混廃 0.2 

■  環境目的・目標
❶オフィス部門のCO2排出量の削減の推進
　⑴オフィスにおけるエネルギー使用量

の低減
　⑵連絡車の使用燃料の削減
❷オフィス部門における資源使用量の削
減の推進

　⑴コピー用紙の使用量の削減

オフィス業務

オフィス活動
INPUT

OUTPUT
地球温暖化ガス発生 廃棄物・排水の発生
CO2 7.1 千t 下水 67.0 千㎥

公共用水 0.6 千㎥
廃棄物 338.2 ｔ

 CO2排出量削減への取組
大成ロテックでは、低炭素化社会実現を目指し、施工時、製品製造時のCO2削減に努めています。

工事施工部門では施工高比のCO2排出量が3年ぶりに上昇に転じ、総排出量が増加しました。製品事業部門では、
出荷数量の減少により効率的製造が叶わず、製造t当りのCO2排出量が2期連続で増加しました。工事施工部門、製品
事業部門、製造部門ともに課題を残しました。
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燃料の使用 資材の使用
軽油 As 合材

ガソリン 再生合材
プロパンガス 砕石

再生砕石

INPUT

燃料の使用 資材の使用
電力 水道

都市ガス コピー紙
ＬＮＧ
ＬＰＧ
灯油

ガソリン 　

資材の使用 燃料の使用
受入廃材 電力

環境活動報告


